
　　　　

R6 年 12 月 20 日

9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 児童の成長や自律をサポートする。

事業所名 北風と太陽　豊明 作成日支援プログラム（参考様式）

個人の特性に配慮しながら、情報の処理が適切にできるように支援する。こだわりに対する支援を行う。SSTを行い、集団での適切行動への対応や、認知機能の向上を目指
す。

絵カードや写真カードなどのコミュニケーションツールを用いた支援を行う。ジェスチャーや指差しで意思疎通ができるよう支援を行う。年齢に応じた適切な言葉遣いが身
に付け、コミュニケーション能力の向上を目指す。

公共施設や公共交通機関の利用を通して、マナーが身に付くよう支援を行う。集団でルールのある遊びを行うことで、ルールを理解することや、感情や行動のコントロール
ができるよう支援する。

支援方針 個人の特性に配慮し、一人ひとりに合った療育を行う。児童の自信や自己肯定感に繋げられるよう、様々な経験ができる機会を提供する。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 調理レクや外出レクを通して、身辺自立を目指す。お花見や水遊び、クリスマス会等、季節に合わせた行事を行う。

（別添資料１）

家族支援
送迎時に、その日の児童の様子などをご家庭に報告する。定期的に保護者
面談を行い、ご家庭での様子や情報、支援内容の共有を行う。

移行支援 相談支援員や併用している事業所、移行先と情報連携を図る。

地域支援・地域連携 保育園や学校、相談支援事業所と情報や支援方法の共有を行う。 職員の質の向上 事業所内研修や支援会議を定期的に行う。

支　援　内　容

マナーを意識した食事ができるよう支援する。トイレトレーニングを行う。手洗いうがいを支援し、習慣化を目指す。スケジュールを可視化し、見通しが立てやすいよう支
援する。

近隣の公園や公共施設を活用し、全身を動かした遊びや運動をできる環境を整える。五感を使った感覚遊びを提供する。本人の特性に合わせた自立課題を提供する。感覚の
偏りを考慮した環境を調整する。
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